








































































































































図 1 愛知県との間で求人連絡ないし就職移動が確認される県（1937～1943年 3月）
資料：新愛知 1937年 3月 3日，1938年 2月 23日，同 3月 31日，1939年 2月 1日，同
3月 31日，1940年 3月 23日，同 3月 31日夕刊，1941年 3月 25日夕刊，1942








































さて，同年の名古屋市では 1月 10日からの 10日間で市内の新規小卒男子，
20日からの 4日間で女子の面接選考がおこなわれた（10）。同年では名古屋市だ


































































表 1によれば，いずれの年次でも集団赴任は 3月末から 4月初頭における
数日間に実施されている。前年の 1938年には，就職指導員の業務の 1つであ




た（22）。東京都では 1963年の 18761人が最高である（山口，2016, p.152）。
これらと比較してもさして遜色のない人数が戦時下で集団赴任していたのであ
る。また，愛知県へ就職した新規小卒者のすべてが集団で赴任した訳ではな
い。たとえば 1941年の集団赴任予定者は 4620人であったが（表 1），同年に
愛知県に来訪した県外出身新規小卒就職者の総数は約 1万 4千人であったと
される（23）。つまり集団赴任の利用者は県外からの新規小卒就職者の 3分の 1
表 1 新規小卒就職者の愛知県への集団赴任（1939～43年 3月卒業者）
年次 期間 集団赴任の第一陣 集団赴任予定者数
1939年 3月30日～3月31日 6時 45分熱田駅着，長野県，19名 1000名
1940年 3月30日～3月31日 10時 47分関急名古屋駅着，三重県，450名 4500名
1941年 3月30日～3月31日 11時 10分熱田駅着，静岡県，1100名 4620名
1942年 3月29日～3月31日 11時 12分名古屋駅着，新潟県，526名 9743名
1943年 3月29日～4月 1日 山梨，岐阜，三重県，計 2500名 不明
資料：新愛知 1939/3/31, 1940/3/23，同 3/30，同 3/31夕刊，1941/1/17夕刊，同 3/25




























































































































































































































































































































⑶ 新愛知，1937年 3月 3日。
⑷ 新愛知，1937年 3月 4日。
⑸ 新愛知，1937年 3月 3日。
⑹ 新愛知，1937年 3月 7日。
⑺ 新愛知，1938年 1月 19日。
⑻ 新愛知，1937年 1月 9日。
⑼ 山口（2016）の図 3-1を参照。同図は 1938年 3月卒業地方少年就職連絡におけ
る東京，横浜，名古屋，京都，大阪，神戸，福岡の 7市を開催市とした募集ブロ
ックを示している。
⑽ 新愛知，1938年 1月 9日。
⑾ 新愛知，1938年 1月 9日。
⑿ 新愛知，1938年 2月 20日。
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⒀ 新愛知，1938年 1月 19日。
⒁ 新愛知，1938年 2月 23日。
⒂ 新愛知，1938年 3月 6日。














⒄ 新愛知，1938年 3月 31日。
⒅ 新愛知，1939年 1月 26日。
⒆ 新愛知，1939年 2月 21日。
⒇ 新愛知，1939年 1月 26日。
21 東京朝日新聞，1939年 3月 19日。山口（2016）pp.117-118も参照。
22 中部日本新聞，1959年 3月 15日市民版。おそらく愛知県でも東京都と同様に
1960年代初頭に集団赴任者数の最高値を記録したはずだが，それについては情
報を確認できていない。
23 新愛知，1941年 1月 17日夕刊，同 1月 26日。
24 新愛知，1940年 3月 30日，同 3月 31日夕刊。この臨時列車は 4両編成であっ
たいう。
25 新愛知，1941年 3月 26日。
26 新愛知，1942年 3月 24日夕刊。なお，各県からの集団赴任者数については，別
の記事では新潟県から 1300名，滋賀県から 500名，福井県から 300名，岐阜県
から 3200名などとなっている（新愛知，1942年 3月 30日）。
27 新愛知，1940年 3月 31日。
28 新愛知，1942年 3月 30日。
29 新愛知，1944年 4月 2日。





31 新愛知，1940年 3月 30日，同 4月 1日。
32 新愛知，1941年 3月 25日夕刊。




34 新愛知，1941年 4月 5日。




36 新愛知，1942年 4月 14日。
37 中部日本新聞，1943年 3月 30日。
38 中部日本新聞，1943年 4月 1日。
39 なお，愛知県の職業輔導館は 1941年春に名古屋駅南の笹島に建設されたようで
ある（新愛知，1941年 1月 26日）。
40 中部日本新聞，1943年 4月 1日。
41 新愛知，1941年 2月 7日。
42 新愛知，1941年 1月 15日。
43 中部日本新聞，1943年 1月 26日。
44 新愛知，1940年 1月 12日夕刊縣下版。
45 新愛知，1941年 3月 25日夕刊。
46 新愛知，1941年 3月 27日。
47 中部日本新聞，1944年 1月 11日。
48 中部日本新聞，1944年 1月 19日。
49 中部日本新聞，1944年 1月 19日。
50 中部日本新聞，1944年 4月 2日。
51 中部日本新聞，1945年 3月 19日。
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